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令和7年度 防災科研 成果発表会（R8.2.25）
【パネルディスカッション】
           「最先端のセンシング技術 」

～防災の未来を拓く。マルチセンシングが支える予測・即応型社会へ～



被害状況把握の実現に向けて
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警戒情報想定情報

事前対策

航空機
ドローン

現地情報 等

地球観測
衛星

1日
時間
経過

数時間 半日 数日

浸水想定区域

地震被害想定

水害

地震・
津波

緊急地震速報等

防災気象情報

タスク

発災

災害警戒
災害対応オペレーション

被害状況把握

活用
情報 被害情報

常時観測
地上センサ

目標：発災直後から被害状況が把握できる情報プロダクツの創出
戦略：既存のマルチセンサに基づく被害状況の広域・常時推計
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地球観測衛星 光学センサ と レーダセンサ

⚫光学センサ
◼ 太陽などの反射光を衛星が観測
◆一般の写真と同じ見え方

◆夜間は観測できない

◆雲にさえぎられる

⚫レーダセンサ (SAR:合成開口レーダ)

◼ 自ら電波を出して、その反射波を観測

◼ 雲を透過することが可能
◆一般の写真と異なる見え方のため、解

釈のために知識が必要

◆昼夜および天候に関わらず観測可能

反射波

放射入射 反射

富士山周辺
（同じ場所）
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出典：内閣府宇宙事務局 第４回 衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース大臣会合 資料1-9 https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai4/siryou1-9.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai4/siryou1-9.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai4/siryou1-9.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai4/siryou1-9.pdf


衛星ワンストップシステムの研究開発
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衛星ワンストップシステム SIP4D-TSA

政府対策本部
府省庁

現地災対本部

ISUT
都道府県
市町村

１つのシステムで完結 → 災害時衛星活用のDX

①気象情報や予測シミュレーション等から災害が「いつ」「ど
こ」で発生するかを予測・推定

②「いつ」「どこ」をどの衛星が観測するべきか推奨し、速やかに
衛星観測を依頼

③各衛星からデータを受領し、解析処理を速やかに実行

④情報プロダクツとして災害対応者に速やかに提供

災害
対応者

国際災害チャーター

民間商用衛星

国内基幹衛星 ALOSシリーズ

*ALOS-4打ち上げ

定常観測衛星

出典：田口 仁, 石丸 公基, 工藤 拓, 平 春, 酒井 直樹, 六川 修一（2023）, 災害時における衛星リモートセンシングの実利用に向けた研究開発 －
「衛星ワンストップシステム」の開発－, 防災科学技術研究所 研究資料, No.497, pp.1-170.  https://doi.org/10.24732/NIED.00006481

富士通と共同開発

⚫ 発災時に多数の衛星によって被災エリアを迅速に観測し、プロダクトをユーザへ提供するために開発
した実証システム。産官学連携で災害対応を通じて実践。

⚫ 多数の衛星を「マルチセンサ」として、災害時に統合的に活用するための技術開発

https://doi.org/10.24732/NIED.00006481


能登半島地震における高分解能小型SAR衛星データ
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内閣府宇宙事務局 第３回 衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース大臣会合（資料２－１）https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai3/gijisidai.html

https://www8.cao.go.jp/space/taskforce/rs/dai3/gijisidai.html


Japan
Disaster
Charter災害時の官民衛星統合利用を行う司令塔機能の必要性

7

◼ JAXA衛星に加えて、商用衛星コンステレーションの登場より衛星数が急速に増加中
◼ 現状は災害対応機関が衛星を個別に利用して、被災状況(浸水域、土砂移動域、建物被害 等)を把握

◼ 未撮影エリアの発生、解析情報の未共有により、国難災害時に被災状況の全体像把握が遅れるおそれ

◼ 経済的に持続可能な「司令塔機能」が衛星を統合利用することで、全ての災害対応機関が被災
状況の全体像を迅速に把握可能な仕組みの構築が必要

現状 ー 衛星の個別利用 これから ー 衛星の統合利用

撮影エリアが重複して
把握できない地域が発生

××省

●●省

■■機構

▲▲県
解析情報が
他機関へ
共有されず

衛星撮影範囲

×

被災域全体を網羅した
撮影を迅速に実施

全体像が分かる解析情報を
全機関へ迅速共有

災害対応
全機関

統合浸水域マップ

共有

解析情報（浸水域）

衛星撮影範囲

解析情報（浸水域）

土砂災害、建物被害、等

〇〇庁

△△社

××省

●●省

〇〇庁

▲▲県

×
×

バラバラな注文で入手困難な組織が発生

災害対応機関



Japan
Disaster
Charter日本版災害チャータによる災害時官民衛星統合
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【事務局ﾒﾝﾊﾞｰ】
・防災科研
・衛星ﾃﾞｰﾀ
ｻｰﾋﾞｽ企画

・三菱電機
・富士通

災害時に迅速かつ最適な衛星へ観測要請

⚫ 災害時に官民衛星の観測リソースを結集し、最適な衛星へ観測要請を行い、衛星
データや被害箇所を抽出した解析データを提供する体制「日本版災害チャータ」を
構築し、災害対応機関の迅速かつ広域な被害状況の全容把握に貢献。

日本版災害チャータ
・事務局機能  ・衛星ワンストップシステム

迅速かつ広域な被害状況の全容把握に貢献

日本版災害チャータ
Japan Disaster Chater

・事務局
・統合システム

・Secretariat
・Integrated system

指定公共機関 指定公共機関
自治体 民間企業

Users

統合タスキング
Integrated tasking

データ解析機関
Data analysis agencies

日本版災害チャータ
Japan Disaster Chater

・事務局
・統合システム

・Secretariat
・Integrated system

指定公共機関 指定公共機関
自治体 民間企業

Users

統合タスキング
Integrated tasking

データ解析機関
Data analysis agencies

国、自治体、指定公共機関、民間企業等

内閣府「研究開発とSociety 5.0との橋渡
しプログラム」(BRIDGE)において施策「衛
星観測リソースを結集する『日本版災害
チャータ』の構築と実証（R5-R6）」を立ち
上げ、防災科研が民間企業と連携し構築・
実証、民間企業によるサービス事業が開始

更に、内閣府防災「令和7年度 事前防災対
策総合推進費」では、官民の衛星データを
円滑に活用するための高度化を実施中

国際災害チャータ
⇒ 無償(ボランティア)前提のベストエフォート

の衛星データの共有体制
日本版災害チャータ
⇒ 有償サービスに基づく衛星データ及び

解析データの提供体制



Japan
Disaster
Charter日本版災害チャータ発動状況

【2024年】
07月25～30日：7月25日からの大雨
08月08～09日：日向灘の地震
08月11～12日：台風5号
08月16～18日：台風7号
08月28～31日：台風10号
09月20～26日：9月20日からの大雨
11月01～08日：11月1日からの大雨

【2025年】
02月28日～3月05日：大船渡市火災
07月03～08日：トカラ列島の地震
07月10～11日：新燃岳の火山活動
07月30日：カムチャツカ半島津波
08月11～14日：8月6日からの大雨
10月08～14日：台風22号
11月18～21日：佐賀関火災
12月08～12日：青森県東方沖地震
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令和6年7月25日からの大雨

衛星浸水域

地理院浸水域

石川県輪島市

令和6年9月20日からの大雨
国土交通省と連携し土砂災害や浸水に関する
状況把握のために発災直後に衛星観測

山形県
最上川

令和6年8月8日 日向灘の地震

Original ©Synspective ALL RIGHTS Reserved

©Capella Space Corp. All Rights Reserved.

🄫 2024 iQPS, Inc.
Analyzed by Satellite Data Service, SKY perfect JSAT and Nippon Koeii.
© Geospatial Information Authority of Japan. ALL RIGHTS RESERVED.

StriX-3
(Synspective, 日本)

Capella
(Capella Space 米国)

QPS-SAR-6
(QPS研究所, 日本)

発災後数時間以内に各種衛星へ観測依頼

観測範囲

(Axelspace, 日本)

(Planet, 米国)

(JAXA, 日本)

(QPS研究所, 日本)

(Synspective, 日本) (Capella Space 米国)

発動回数 計15回、発動期間 計68日

震度分布

省庁連携先：内閣府防災、国土交通省等



Japan
Disaster
Charter令和７年８月６日からの低気圧と前線による大雨

◼国交省河川計画課からの要請に基づく発動。

◼浸水域の把握が目的。

◼ALOS-2の観測予定エリアに基づき、StriX、QPS、Capellaによる観測エリアを立案して観測を
要請。浸水域の解析結果を提供。

特別警報発表地域
（8/11 12時50分時点）

観測域マップ
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リモートセンシング技術

◼ 飛行体の特性によって最適な使い方があるのではないか？

Drone

Helicopter / Airplane

Satellite

https://www.researchgate.net/publication/329801746_Mini-UAV-based_Remote_Sensing_Techniques_Applications_and_Prospectives
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将来の研究構想
SIP4D-ORS : Orchestration of Remote Sensing

飛行体の垣根を越えた撮影リソース及び撮影データの統合・結集による
災害対応のニーズに応じた被害状況把握の実現

人工衛星

HAPS

航空機

ドローン

約500～800km

約10～50km

約1～3km

～150m

高度飛行体 課題

撮影データの収集・集約
体制の確立

機体の開発、災害時の運
用手法の確立

多数の人工衛星による統
合オペレーション確立

高高度無人機

撮影
面積

狭

広

斜め撮影写真の収集・
集約体制の確立

表の出典：田口仁 「あらゆる高度、多様な『目』で」, 防災DX研究の最前線 第3回 空からの被害状
況把握, 電気新聞 2024年9月3日号, https://www.denkishimbun.com/sp/374746
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